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なんか車がスゴイらしい

イイママドドキキののIITTカカーー
PPCCよよりりもも

イインンタターーネネッットトにに

日本初のテレマティックス対
応自動車は今年２月に発売
された日産マーチだ。

現在、WILL CYPHAの
み対応だが、将来的には
さらに多くの車種を対応
モデルにする予定。

G-BOOKの専用端末の見た目はカーナビ。ただし、自宅
のパソコンのような感覚で使える。クルマを情報基地と
して活用したい人向けのサービス。

「テレマティックス」という言葉をご存知だろ

うか？ 日本では主に自動車をインターネッ

ト端末にしてしまう仕組みのことを指して言

うのだが、自動車を“どのような”インターネ

ット端末にするかという点では、自動車メー

カーの向いている方向がそれぞれちがってい

る。たとえば、他の自動車メーカーに先駆け

て、インターネット端末になった自動車「マー

チ」を発売した、日産自動車の場合はどうだ

ろう。日産の「テレマティックス」サービスの

名前は「カーウィングス」。実は、「カーウィン

グス」に対応した車の第１弾が「マーチ」だっ

たという点に、すでに日産の戦略が現れてい

る。マーチといえば、女の子や主婦が乗る

車というイメージがあるが、その人たちが必

要とするのは詳しいナビではなく、携帯メー

ルやレストラン情報のような機能であろうと

いう視点から、ナビ機能はオプションで「レ

ストランを探す」「メールを受信する」といっ

た機能が標準装備となっている。つまり、マ

ーチについたiモードのようなインターネット

端末になっていると言えるのだ。

マーチ用の専用ユニットはラジオと同じ程度の大きさ。ユ
ーザーが購入しやすいように、5万円で提供されている。
画面が小さく、しっかりカーナビとして使うことは難しいが、
まるで携帯電話のように情報を集めることができる。

対するトヨタが「G-BOOK」と名付けた「テレ

マティックス」サービスで行おうとしているの

は、車に搭載されたカーナビをPCやPDA

とまったく同じものにしてしまおうという戦略

だ。もちろんほかのメーカーのサービス同様

インターネットに接続して、近くの駐車場や

レストランを検索するということもできるのだ

が、もっとも力を入れているのは画像、映像、

音声といったエンターテインメントコンテンツ

を、PCなどで楽しむのと同じような形で、車

の中でも楽しめるようにするという点だ。

そのため、すでにコンテンツプロバイダー約

50社と契約していて、たとえばレストラン情

報ひとつをとっても、検索したレストランのオ

ススメ料理などが画像で紹介されるなど、ま

るでPCで見るレストランガイドのように表示

される。これは他のメーカーの「テレマティッ

クス」サービスでは行われていないことだ。

そもそも、トヨタには“「G-BOOK」はカーナ

ビの延長”という考えはないようだ。むしろ、

車もPCの延長として捉え、独自の「テレマ

ティックス」サービスを展開している。

インターネット自動車で日常生活をサポート！
日産「カーウィングス」は生活お助け機能が中心

車内でも家と同じようにコンテンツを楽しめる！
助手席の人がいちばん嬉しい！トヨタの「G-BOOK」

インターネット自動車で日常生活をサポート！
日産「カーウィングス」は生活お助け機能が中心

車内でも家と同じようにコンテンツを楽しめる！
助手席の人がいちばん嬉しい！トヨタの「G-BOOK」
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向向いいてて
いいるる
かかもも

なんか車がすごいことになっているらしい。いま

までも、「ITS」という名のもとに、料金所での支

払いが自動化されるなどのサービスがあったが、

今度は本格的にインターネットと接続！ 車を

情報端末にして、いろいろなコンテンツを楽しめ

るのだ。コレまではどうも中途半端だったような

気がする車のIT化。今度こそ本格始動かも！

ホンダの「テレマティックス」サービス「インタ

ーナビ・プレミアムクラブ」は、車を情報端末

にすることで、カーナビ本来の機能“ルート

ナビゲーション”をさらに進化させるという戦

略をもっている。したがって、トヨタが提供す

るようなエンターテインメント情報は、ほとん

どといっていいほど存在せず、いかにナビゲ

ーションを便利にするかという点に特化して

開発された「テレマティックス」サービスとい

っていいだろう。

「インターナビ」のナビゲーションシステムの

なかで中心になるのが「新・道路交通情報」

だ。これまで都道府県単位だったVICSから

の情報をホンダが集約、加工してインターネ

ット経由で各車の端末に配信することで、広

域の詳しい道路交通情報を提供するもので

DVDなどで提供される地図もインターネット

を使って常に新しい情報に更新されていき、

「地図に載っていたスタンド、潰れてるジャ

ン！」なんてこともなくなるのだ。このようにホ

ンダの目指す「テレマティックス」サービスは

あくまでカーナビの延長なのだ。

10月4日発売の新型アコード、アコ
ードワゴンから、サービス提供が開
始される。

アコードに搭載された専用端末。従来のDVDカーナビ
と、見かけ上の大きな違いはない。ただ、情報の豊富さ
や使い勝手のよさは大きく上回っている。

長距離ドライブもラクラクに！
進化したカーナビ、ホンダ「インターナビ」

カーナビ、PDAも参戦
さまざまな方向から完成させる車のインターネット接続

ほかにも車載用のテレマティックス端末は

次々に発表されているぞ。

パイオニアの「Air Navi」は、カーナビとネ

ットワークを融合した製品。ユニット自体に

CDMA2000 1xを利用した通信機能を持

たせて、情報センターとの間で通信を行うこ

とにより、地図情報の自動更新、メールの送

受信などができる仕組みだ。専用のリモコ

ンで後部座席からの操作も可能にしている。

熱狂的なファンを持つローバー「MINI」も、

ヨーロッパのユーザーに向けて新たな車載

情報システムを発表した。コンパック（HP）の

PDA「iPaqポケットPC」をカーナビと接続す

る仕組みで、カーナビの制御、各種情報の

ダウンロードなどができる。

このようにクルマの新しい情報通信の仕組

みが次々に登場し始めている。インパネに

キーボードを組み込んだり、フロントウィンド

ウに有機ELを使って情報を表示する……

などの仕組みも実用化に向けて検討されて

いる。車とネット……ユビキタスの世界が、

徐々に身近になりつつある。
パイオニアのAir Navi。カーナビに、インターネットへの
接続機能を追加。地図情報の自動更新、道路交通情報
の分析と表示など、運転に役立つ機能が豊富。

MINIに接続した「iPaq
ポケットPC」。GPSナ
ビゲーションのほか、
MP3ファイルの再生な
どができるようになって
いる。日本での発表は
未定。

長距離ドライブもラクラクに！
進化したカーナビ、ホンダ「インターナビ」

カーナビ、PDAも参戦
さまざまな方向から完成させる車のインターネット接続
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日産のITカーに乗ってみました！

「カーウィングス」
近くの駐車場がすぐに

見つかるのだ！

なかなか操作しやすい

必要なサービスだけを抽出
今回は、原稿執筆時点で利用可能だっ

た日産「カーウィングス」対応のビックバン、

エルグランドに試乗してみた。

エルグランド版「カーウィングス」端末

は、先に紹介したマーチのものとは違って、

大き目のモニターを装備した、DVDカーナ

ビ（タイトル横の写真）タイプで、ナビゲー

ションシステムをゴリゴリ使う人も意識し

た作りになっている。

エンジンをかけて最初に試してみたのは

「ドライブルートアシスト」機能。目的地を

設定すればルートを地図上に表示して、音

声で「この先100メートル手前を右です」と

いった感じでナビゲートしてくれるものだ。

これだけならば、普通のカーナビとなんら

変わらないが、試乗したエルグランドは筆

者の携帯電話を接続することでインターネ

ットにアクセスできるようになっているの

だ。つまり、インターネット経由で日産の

サーバー（ドライブルートアシスト・センタ

ーと呼ばれる）にアクセスし、これまで

個々のカーナビで行っていた経路計算を

サーバー側で行い、エルグランドはその結

果をダウンロードしただけなのである。も

ちろん新しいガソリンスタンドなどの最新

情報もサーバーからダウンロードしてくる

ので、エルグランドが表示する地図には常

に“今現在”の情報が載っている。

今回は右のエルグランドの写真を撮る

ために、東京東銀座の日産自動車本社か

ら、広い駐車場があるであろうと想像した

豊洲方面にルートを設定。「ドライブルート

アシスト」にしたがって、いざ豊洲へ！

今回試乗したのは、日産エルグランド。V6-3500ccの「VQ35D」エンジンを搭載したパワー感のある走りを楽しめる。オ
ートスライドドアを用意するなど、使い勝手も上々。カーウィングス対応DVDカーナビは約20万円～50万円。
kwww.nissan.co.jp/ELGRAND/

DVDカーナビ機能が

付いているために、モ

ニターはかなり大きめ

で見やすい。2画面構

成にもなるため、テレ

ビを見ながら最新ニュ

ースを表示することも

できるのだ。搭載して

いるOSは日産独自の

もの。

「カーウィングス」のサ

ービスを利用するため

には、入会金2,000円、

年会費3,600円を払う

必要がある。そのほか

「ドライブルートアシスト

機能」を追加すると、さ

らに年会費5,400円、

月額利用料500円が

必要だ。

液晶画面の下にあるボタンを使い、

カーウィングスのサービスを利用す

る。数多くのサービスそれぞれを、少

ないボタン操作で使えるようになっ

ている。

地図上の目的地設定やメニュー選択

が行える操作スティック。決定ボタン

としての機能も持つ。カーソルの移

動速度を自由に決められないので、

慣れるまでに時間が必要。

の
っ
て

み
ま
し
た
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「とにかく近くの駐車場」はイイ！
撮影用の駐車場を探しに豊洲まで遥々

来たものの……ない、駐車場がない！ と

いうことで、またもや「カーウィングス」に

頼ることに。まず、モニターの下にある「情

報」ボタンを押すと、「カーウィングス」で使

える項目の一覧を表示することができる。

ここで頻繁に使うのは「AUTO DJ」とい

う項目だ。先に使った「ドライブルートア

シスト」では目的地までの経路情報をダウ

ンロードしてきたが、「AUTO DJ」では最

新ニュースや、天気などをインターネット経

由で、日産の情報センターから入手できる

のだ。ほかに「とにかく近くの駐車場」とい

う項目があり、これを使えば、GPSで得た

自分の車の現在地情報を情報センターに

送り、その近くの駐車場データをインター

ネット経由でダウンロードできる。

早速「とにかく近くの駐車場」を選択し

て、駐車場情報をダウンロードしてくると…

…、「近くの駐車場は6件です」とエルグラ

ンドが喋ってくれた。その駐車場が広いの

かどうかまでの情報がなかったのは残念だ

が、一覧を読み終え、モニターを地図の表

示に切り替えると、なんと地図上にいまま

でなかった「P」のマークが多数表れてい

た。ダウンロードしてきた駐車場情報が地

図と連携しているだが、まるで自分で地図

に情報を書き込んでいるような感覚だ。

1

2
ユニットのスティックボタンを使って、チャ
ンネルを選ぶ。運転しながらの操作は禁
物。駐車場など、止まっているときに操作
しよう。

3
「AUTO DJ」では、現在の天気、ニュー
スなど、インターネットを使ってリアルタイ
ムに情報をゲットすることができた。

4
Auto DJのメニュー画面。「マイチャンネ
ル」を先頭に、ドライブに役立つ各種の
情報が選べるようになっている。

5
ダウンロード時間は、おおむね１分以内に
は完了。運転していれば気にならない時
間だった。

6
ダウンロードした情報は、メモリーに保存
して、液晶パネルの地図上に表示するス
タイル。「自分だけの地図」を作る感覚だ。

マーチなどの車種に用意されている、1
ラジオサイズのカーウィングス用ユニ
ットは、地図情報などを16MBのメモリ
ーカード（CFタイプ）に収録してある。

何といっても便利なのがハンドル
に取り付けられたスイッチ。押しな
がら声でナビを操作できる。

サイドブレーキ脇に
あるケーブルに、手
持ちの携帯電話を
接続する。これで、
ネットワークへの接
続ができるようにな
る。もちろん、ハン
ズフリーでの通話
も可能だ。

チャンネルが“車生活”をヘルプ
さて、その「P」マークを目指し、名前か

ら広そうな駐車場のあたりをつけて、走り

出した。するとしばらくして撮影に打って付

けの場所が表れ無事撮影開始！ 今度は

目的地を日産自動車の本社に設定して、帰

路に付いたのである。

もちろん、「カーウィングス」の項目は、

ここで紹介したモノだけではなく、現在地

の近くのレストランの一覧をインターネッ

ト経由で情報センターからダウンロードし

てくる「とにかく近くのレストラン」など多

数の項目がある。これらの項目は「カーウ

ィングス」では「チャンネル」と呼ばれてい

て、自分がよく使う「チャンネル」だけを集

めることができる、インターネットエクスプ

ローラーの「お気に入り」的な機能「マイ

チャンネル」もある。実は、今回最初に使

った「ドライブルートアシスト」はオプショ

ンサービスで、「カーウィングス」の年間利

用料3,400円以外に、年会費5,500円と月

額利用料金500円を追加で払わなければ

いけない。ベーシックの料金である3,400

円で利用できるのは「AUTO DJ」とメール

送受信機能のみだ。確かに、今回試乗し

てみると、あくまでも「カーウィングス」の

中心は、自動車生活を助けてくれる「チャ

ンネル」たちだった。必要なときに、必要

な情報を得ることができる。それが「カーウ

ィングス」のメインコンセプトだと言える。
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トヨタのカーナビはパソコンの延長

「G-BOOK」は
車のためだけに作られた
サービスではない！

通信モジュール内蔵がキモ

車も情報端末のひとつ
10月21日に初めての対応車種「WILL

CYPHA」が発表されたトヨタの「G-BOOK」

は、極論すれば自動車向けのサービスで

はない。このサービスの使い方としては、

「ウィンドウズCE for Automotive」を搭載

したカーナビに、専用の通信モジュールを

備え付け、インターネット経由で「GAZOO

メディアサービス」にアクセスし、ニュース

やタウン情報といったコンテンツをカーナ

ビで楽しむというもの。しかし、ここにあ

るコンテンツは特にカーナビ向けに作られ

ているというわけではない

トヨタは「G-BOOK」開発用に、「G-

BOOK-ML」という言語を用意しているが、

これを使えば、コンテンツプロバイダーが

カーナビでの表示用、パソコンのブラウザ

ーでの表示用、ケータイ、PDAなどの表示

用と、コンテンツを別々に開発する必要は

なくなる。また、ユーザーは車のカーナビ

画面でも、パソコンのブラウザーからでも、

同じコンテンツをそれぞれに最適化された

形で見ることができるのだ。

そのほか、カーナビには256Mバイトの

SDメモリーカードがささるのだが、これをつ

かえばコンビニなどに置かれた情報端末

「G-TOWER」で、音楽や映画のデータを購

入して、車の中で楽しめる。G-BOOKはま

さにPCとインターネットでできることをす

べて車の中に持ち込もうとしているのだ。

1でレストランを探し、2でお店を決める。する
と3で料理の画像が出てくるほど、凝ったコン
テンツが多くある。

通信モジュール 

SDカード 

GAZOO 
メディアサービス 

コンテンツプロバイダー 

G-BOOKのコンテンツ開発に使われるのは「G-BOOK-ML」という専用の言語。サービスの利用者情報
を登録したUCS（ユーザーカスタマイズサーバー）を経由することで、コンテンツの内容を各種の情報端末
向けに加工する仕組みとなっている。基本的には、どの端末を使っても、同じ情報を共有できる仕組み。

G-BOOKのコンテンツは、すでに運用が始まっている
「GAZOO」の仕組みを利用して配信される。コンテンツ
プロバイダーからGAZOOサーバーに、ユーザー向けの
コンテンツが送られる。

コンビニに設置された情報端
末「E-TOWER」から、SDカー
ドへ情報をダウンロード。パソ
コンなどに接続することで、コ
ンテンツを利用できる。

通信機能を搭載した車載ユニ
ットで、センターからコンテンツ
を受け取る。配信されるコン
テンツの内容は、車載ユニット
での利用に最適化される。

1

2

3
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ホンダはナビゲーションにこだわる！

「インターナビ」で
VICS情報と
インターネットが連携した！

インターナビ・プレミアムクラブの会員が使える、専用
サイト。ドライブ計画やメンテナンス情報を保存、閲覧
することができる。

車載ユニットに表示されるのは、シンプルな
メニュー。情報の範囲を絞っているため、使
い勝手は向上している。メニューは音声で
の選択も可能だ。

対応車種のハンドルには、操作用のスイッチやマ
イクが追加されている。複数メーカーの音声認識
技術を組み合わせて使用し認識率を高めている。

何より役立つ広域、詳細情報
ホンダが、新型アコードからサービス提

供を開始した「インターナビ・プレミアムク

ラブ」。このテレマティックスサービスが提

供するコンテンツは、ほぼ交通情報に絞ら

れていて、そのぶん交通情報の詳しさは群

を抜く。特に目を引くのが「新・道路交通

情報」だ。各都道府県から得たVICS情報

を、独自に運営する専用サーバーで加工。

都道府県をまたぐ形で、詳細な道路情報を

手に入れることができる。これによって、

これまでのナビシステムにあった「VICSは

渋滞情報などは詳しいが範囲が狭い、反

対にGPSだけのカーナビは現在の道路状

況が詳しくわからない」という欠点を解消

してくれるわけだ。将来的には渋滞予測に

ついても情報を提供する予定で、まさにカ

ーナビゲーションシステムを進化させたサ

ービスといっていいだろう。

心配なのは、長い距離を走っていると、

ダウンロードした時点での渋滞情報と、現

在の情報が変わってしまうのではないかと

いう点だが、車内に用意されたケーブルに

携帯電話をつなぎ、インターネットに接続

して15分ごとの更新などが可能になるの

で、道のりの途中で突然事故渋滞が起こ

っても回避できる仕組みだ。

もうひとつ特徴的なのが、地図DVDの

無償交換サービスだ。初回車検時から３年

間、１年ごとに最新版と交換する。もちろ

ん、その地図データとインターネット経由

で得る情報を組み合わせることが可能な

ので、常に最新の道路事情がわかることに

なる。ホンダは、2004年までに全車種（軽

自動車を除く）に、「ウィンドウズCE for

Automotive」を搭載した「インターナビ」対

応端末を備え、このサービスが利用できる

ようにする予定だ。
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全国にある道路交通情報センターから、地
域の渋滞情報などがVICSセンターに集ま
る。ただし、VICSはいままでのVICSでは、
都道府県を越えて渋滞情報などを入手す
ることは不可能だった。

VICS情報を購入したホンダは、それを加工しインターネットを通じて各ユーザー
に提供する。これにより、運転手は都道府県を越えた渋滞情報を入手できる。
大阪に出かける場合、東京にいても大阪までのルートの渋滞情報を見ることが
できる。もちろん、この情報は15分ごとに更新されるので、リアルタイムに渋滞
情報をゲットできるのだ。

ナビゲーション中心に強化
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